
5 年度 3 学年 科

教科名 科目名 2 単位 70 時間

１．学習目標

　・教科書名　

　・副教材名

３．学習項目（学習内容）

学期 月 時間数 考査

中間考査

期末考査

中間考査

期末考査

学年末考査

４．評価の観点

５．評価の方法

 ・定期考査：

 ・課    題：

 ・授業態度：

６．学習にあたっての注意とアドバイス

真摯な態度で臨むこと

普通

新詳　地理B（帝国）　・　高等地図帳改訂版（二宮）

新編地理資料・サクシード地理・地理統計要覧２０２２年版

現代社会の抱える様々な問題にどれだけ関心をもつことができるか。①関心・意欲・態度

2

3

２年次に学習した地理Bを継続して学ぶ。また、地理的な見方・技能を磨き、身近な出来事や問題か
ら、国際社会の抱える課題まで、幅広く問題意識を持ち、考える力を身に付ける。

②思考・判断・表現

③資料活用の技能

④知識・理解

年間を通して５回の定期考査を実施

課題に対するノート提出など

現代社会の問題を自分なりにどう判断できるか

地図や統計・資料を読み取れるか

国際社会を理解する知識をきちんと身に付けているか

単元

1

学　　　習　　　内　　　容

4

5

6

7

世界の衣食住、民族と宗教、国家、民
族・領土問題

南アジアの生活・文化／中央アジアの生
活・文化／西アジアの生活・文化

12

11

アジア

アフリカ　　ヨーロッパ
ロシア

地理歴史 地理探究

令和

生活文化、民族・宗教

8

9

10

現代世界と日本1

2

3

教科書・副教材を必ず持参し、自分のノートを作る。板書したことをできるだけ書き取る。日頃より、社会の
出来事に関心を持ち、自分で調べることを習慣づける。

天野　哲郎担当者

10

12

16

20

12

北アフリカの生活・文化／サハラ以南の
生活・文化／ヨーロッパ、ロシアの生
活・文化

アングロアメリカ・ラテ
ンアメリカ・オセアニア

アングロアメリカの生活・文化／ラテン
アメリカの生活文化／オセアニアの生
活・文化

日本が抱える地理的な諸課題


